












要約:助産婦の専門性,地域社会のニーズ,有効活用等の検討を通して病院等施設内助産婦

の活用の方向性と課題を検討した.その結果,産褥期の母親は施設内助産婦のケアを退院後

も何らかの形で提供されるべき非常に高い必要性を持っていることが判明した.助産婦は

専門的なアセスメント能力を活用し,自らは退院後早期に電話による訪問を実施するとと

もに,退院後も自由に来院相談できる乳房外来といった形の受け入れ場所を設ける努力を

する.一方,地域に働く開業助産婦の活動拠点の開設を支援し,そこを通して各助産所での

乳房ケアまたは家庭訪問を選べるための母親への選択肢を拡げる努力をしていく.同時に

市町村保健婦や地域の開業助産婦と協力して,例えば定例母子連絡調整会議のような運営

に参画し,市町村の両親教育や乳幼児の健康管理の分野へも積極的に貢献していくべきで

ある.


